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圓
圓
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
圓
圓

自
然
環
境
に
関
す
る
馳
簾
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

一

道
路
緑
化
の
推
進

事
業
費
を
計
上
し
ま
し
た

(表
1
)。

稲

1

基
本
的
な
考
え
方

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
良
好
な
道
路
景
観
の
形
成
、

沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
観
点

か
ら
、
樹
木
に
よ
る
道
路
の
り
面
、
植
樹
帯
、
中
央
分
離

帯
の
緑
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

(写
真

1

.
2
)
0

特
に
、
平
成
一
四
年
三
月
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本

部
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
｢地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
｣

で
は
、
樹
木
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
十
分
に
確

保
す
る
た
め
、
道
路
の
緑
化
を
含
む
都
市
の
緑
化
等
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

ま
た
}
平
成
一
四
年
度
予
算
で
は
、
道
路
緑
化
の
予
算

と
し
て
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
一
･
0
六
倍
の

写真 1 道路の緑化 (仙台市 :青葉通り)

写真 2 道路の緑化 (東京都 :表参道)



2

道
路
緑
化
の
取
組
み

①

道
路
構
造
令
の
改
正

道
路
構
造
令
の
改
正

(平
成
一
三
年
七
月
一
日
施

行
)
に
よ
り
、
道
路
の
新
設
又
は
改
築
の
際
に
原
則

と
し
て
植
樹
帯
を
設
置
す
る
べ
き
道
路
の
対
象
範
囲

を
、
第
四
種
第
一
級
の
道
路

(都
市
内
の
交
通
量
の

多
い
幹
線
道
路
)
か
ら
第
四
種
第
一
級
及
び
第
二
級

の
道
路

(都
市
内
の
幹
線
道
路
)
に
拡
大
し
ま
し
た

(図
2
)。

②

道
路
の
り
面
の
緑
化
の
推
進

道
路
の
盛
土
や
切
土
等
の
の
り
面
に
お
い
て
、
ポ

ッ
ト
苗
工
法
な
ど
に
よ
る
樹
木
の
植
栽
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
と
し
て
、

表 1 道路緑化に係る予算

為当一
4
T纈H 為当

道路緑化 314億円 範 円億34QJ

2車線道路にも原則とし
て植樹帯を設置

自
転
車

歩
行
者
道

植
樹
帯

車
道

植
樹
帯

自
転
車

歩
行
者
道

2車線道路には植樹帯が
ない道路が多い

少
歩
道

車
道

　　　

　

歩
道

鯛
鮠

図 2 道路構造令の改正 (緑空間の増大)
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6 %削減約束の達成に向けた地球温暖化対策の推進
温室効果ガス吸収源対策の推進
都市緑化等の推進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4

･
の
都
｣
づ

の

、
進

第
7
(

画
基
存
廠
推

図 1 地球温暖化対策推進大綱

都市緑化等については、 ｢緑の政策大綱｣ や市町村が策定する ｢緑の基本計
画｣ 等、国及び地方公共団体における緑の保全、創出に係る総合的な計画に
基づき、引き続き、都市公園の整備、 道路、 河川 ･砂防等における緑化、 既
存の民有緑地の保全、建築物の屋上、壁面等の新たな緑化空間の創出等窒積
極的に推進する。また、引き続き、 ｢エコポート政策｣ による港湾の緑化等を

地球温暖化対策推進大綱 (抜粋) ′
平成14年 3月 19日

地球温暖化対策推進本部決定



想　　　　　　　　　　 既
存
緑
地
の
保
全
と
併
せ
、
道
路
、
公
園
、
河
川

が
一
体
と
な
っ
て
緑
の
骨
格
軸
の
形
成
、
都
市
内
の

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
る

｢緑
の
回
廊
｣
構

想
を
推
進
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

平
成
一
四
年
度
は
、
｢緑
の
回
廊
｣
構
想
の
内
容

地
域
の
潜
在
自
然
植
生
を
活
用
し
た
樹
木
植
栽
工
法

に
よ
る
の
り
面
緑
化
や
、
木
材
を
活
用
し
た
道
路
構

造
物
の
整
備
等
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

(写

真
3
)。

③

｢緑
の
回
廊
｣
構
想
の
推
進

写真 3 道路のり面の緑化 (高知県 :川登中村線)

都市内の勢嫌な礬化と麟存緻鬘 輯 さ ぞ、一
　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　
“ /“そぎ耆ざんき塊も .＼ ‐ん :もぎふきミ執事二ゞ野 津 " ＼ 勾を
' ' が ‘ ≧ “~ !“ゞにな どを々 が

図 3 緑の回廊構想 (イメージ図)
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を
明
確
化
し
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

事
業
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

④

｢道
路
緑
化
モ
デ
ル
事
業
｣
の
実
施

各
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
一
箇
所
と
な
る
よ
う

に
新
規
供
用
道
路
又
は
既
供
用
道
路
を
選
定
し
、
道

路
緑
化
計
画

(樹
種
、
配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
)

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
道
路

の
緑
化
を
図
る

｢道
路
緑
化
モ
デ
ル
事
業
｣
を
、
平

成
三

年
度
よ
り
全
国
約
六
〇
箇
所
で
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

二

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策

1

基
本
的
な
考
え
方

道
路
の
整
備
に
お
い
て
は
、
道
路
の
り
面
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
多
様
な

生
物
の
生
息
空
間

(ビ
オ
ト
ー
プ
)
を
積
極
的
に
創
出
す

る
と
と
も
に
、
河
川
空
間
や
公
園
空
間
等
と
一
体
と
な
っ

て
ビ
オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

2

エ
コ
ロ
ー
ド
の
取
組
み

道
路
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
の
計
画
･
設

計
と
い
う
初
期
の
段
階
で
自
然
環
境
に
関
す
る
詳
細
な
調

査
を
行
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
う
る

よ
う
な
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
地
形
･
植
生
等

の
大
き
な
変
化
を
避
け
る
た
め
の
構
造
形
式
の
採
用
、
動

物
が
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
に
よ
る
車
と
の
接
触
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
侵
入
防
止
欄
や
動
物
用
の
横
断
構
造
物
の
設

置
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
る
生
息
環
境
を
復
元

す
る
た
め
の
代
替
の
環
境
整
備
な
ど
、
生
態
系
に
配
慮
し

た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
エ
コ
ロ
ー
ド
で
す
。

エ
コ
ロ
ー
ド
の
始
ま
り
は
一
九
八
一
年
に
開
通
し
た
日

光
宇
都
宮
道
路
で
、
自
然
環
境
の
改
変
量
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
橋
梁
構
造
の
採
用
、
｢け
も
の
道
｣
の
確
保
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
代
替
産
卵
池
の
設
置
、表
土
の
保
全
、

貴
重
な
植
物
の
移
植
な
ど
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
以
降
、着
実
に
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
の
整
備
事
例
と
し
て
は
、
動
物
が
車
と
接
触
事

故
を
起
こ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
に
進
入
す
る

の
を
防
ぐ
柵
や
道
路
下
を
通
過
す
る
た
め
の
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
な
ど
を
設
置
し
た
一
般
国
道
四
人
三
号
･
北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道

(兵
庫
県
)、
一
般
国
道
二
八
九
号
･
甲
子
道

路

(福
島
県
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
は
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
地
道
な

活
動
の
継
続
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か

も
、
目
に
と
ま
る
動
植
物
の
み
な
ら
ず
、
生
態
系
全
般
に

い
た
る
ま
で
心
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

｢道
を
動
物
や
植
物
な
ど
自
然
界
の
目
で
見
つ
め
る
｣。
こ

の
よ
う
な
エ
コ
ロ
ー
ド
の
取
組
み
に
今
後
と
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
の
枯
渇
、
廃
棄
物
処
理
場
の
逼
迫
等
の
状
況
に
か

ん
が
み
、
街
路
樹
等
の
剪
定
枝
葉
や
刈
り
草
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
設
置
し
、
街
路

樹
等
の
剪
定
枝
葉
や
刈
り
草
の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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鬮
薑
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
鬮
鬮

一
般
国
運
四
三
号
(兵
庫
県
域
)に
お
け
る

道
路
の
緑
化
に
つ
い
て

道々テセ 2002.4 5

近
畿
地
方
整
備
局
兵
庫
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

一
般
国
道
四
三
号
は
大
阪
市
西
成
区
か
ら
神
戸
市
灘
区

に
至
る
延
長
約
三
〇
如
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
兵
庫
国
道

工
事
事
務
所
で
は
、
兵
庫
県
域
の
約
二
0
蹴
を
管
理
し
て

い
る
。
兵
庫
県
域
の
国
道
四
三
号
は
、
概
ね
阪
神
高
速
道

路
神
戸
線
と
複
断
面
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
騒
音
や
大
気

汚
染
の
改
善
を
図
る
た
め
、
各
種
環
境
対
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
道
四
三
号
に
お
け
る
道
路
緑
化
は
、
主
に
、
｢車
線

数
削
減
に
伴
う
緑
地
帯
の
拡
幅
整
備
｣
と
平
成
七
年
一
月

の
阪
神
･淡
路
大
震
災
後
に
事
業
化
し
た

｢環
境
防
災
緑

地
の
整
備
｣
に
分
か
れ
、
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

二

車
線
数
削
減
に
伴
う
緑
地
帯
の
拡
幅
整
備

の
国
道
四
三
号
の
道
路
構
造
の
経
緯

【
一〇
車
線
】

昭
和
三
人
年
に
兵
庫
県
域
が
全
て
一
〇
車
線
道
路
と
し

て
供
用
開
始
し
、
そ
の
後
、
国
道
四
三
号
の
上
に
阪
神
高

速
神
戸
線
が
順
次
供
用
し
、
複
断
面
構
造
と
な
っ
た
。

【八
車
線
化
】

沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
外
側
一
車
線
を
削
減

し
、
削
減
し
た
車
線
部
分
に
緑
地
帯
を
設
置
し
、
昭
和
五

七
年
に
八
車
線
化
が
完
成
し
た
。

二
人
車
線
化
】

阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
の
供
用
に
伴
う
交
通
量
の
減
少

な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
六
年
三
一月
に
六
車
線
化
工
事
に

着
手
し
た
。
し
か
し
、
平
成
七
年
一
月
の
阪
神

･
淡
路
大

震
災
に
よ
り
中
断
し
、
そ
の
後
、
懸
命
な
復
旧
工
事
と
周

辺
地
域
住
民
等
多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
平
成
一
〇

年
三
月
に
六
車
線
化
は
完
成
し
た
。

六
車
線
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
空
間
に
は
、
緑
地

帯
の
拡
幅
や
遮
音
壁
を
整
備
し
、
ま
た
、
低
騒
音
舗
装
や

高
架
裏
面
吸
音
板
な
ど
を
設
置
し
、環
境
改
善
に
努
め
た
。

【
一般
国
道
四
三
号
の
主
な
あ
ゆ
み
】

昭
和
二
一
年

五
月

戦
災
復
興
都
市
計
画
街
路
と
し
て

計
画
決
定

昭
和
三
二
年
一
〇
月

建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
着
手

昭
和
三
人
年
一
〇
月

兵
庫
県
下

(二
○
･
二
m
)
が
全

て
供
用
開
始

(
一
〇
車
線
)

昭
和
四
五
年

二
月

阪
神
高
速
神
戸
西
宮
線
が
供
用
開

始

(国
道
四
三
号
と
複
断
面
)



昭
和
五
六
年

六
月

昭
和
五
七
年

平
成

七
年

平
成
一
〇
年

三
月
一
月
三
月

圈昭和 3 8 年 ~ 1 0 車線 (片側 5 車線)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　　　　
　

剛昭和 5 7 年 ~ 8車線化 (片側 4車線)

(段差のある所)(一般的な所)

　(躍

阪
神
高
速
大
阪
西
宮
線
が
供
用
開

始

(国
道
四
三
号
と
複
断
面
)

八
車
線
化
完
成

阪
神
･淡
路
大
震
災

六
車
線
化
完
成

(道
路
構
造
対
策

を
含
む
)

･
民
家
か
ら
車
線
ま
で
の
距
離
が
離
れ
る
こ
と
に
よ

る
距
離
減
衰
効
果

･
築
山
や
樹
木
に
よ
る
騒
音
の
遮
蔽
効
果

が
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
高
さ

一
m
の
築
山
を
設
け
、
高
木

･
中

木
･
低
木
を
組
み
合
わ
せ
て
、
隙
間
の
な
い
よ
う
に

密
生
さ
せ
た
幅
五
m
の
緑
地
帯
を
設
置
し
た

(図

2
)
0そ

の
他
、
国
道
四
三
号
と
隣
接
す
る
武
庫
川
女
子

大
学

(西
宮
市
)
沿
い
の
緑
地
帯
及
び
歩
道
の
整
備

に
当
た
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
と
大
学
側
で
調
整
し

て
、
一
体
的
な
整
備
を
行
っ
た
。

図 1 国道4 3号の道路構造の変遷

図2 8車線時の緑地帯の構造

　
　

　中
…

緑
地
は
、
主
に
防
犯
上
の
観
点
か
ら
高
木
及
び
地

被
類
に
よ
る
整
備
を
行
う
と
共
に
、
大
学
側
も
四
三

6 道行セ 2002.4

②
緑
地
帯
整
備
の
考
え
方

(八
車
線
↓
六
車
線
化
)

①

八
車
線

(昭
和
五
七
年
~
平
成
九
年
)

八
車
線
時
の
緑
地
帯
は
、
主
に
、
沿
道
の
騒
音
対

策
と
し
て
設
置
し
た
。

騒
音
低
減
効
果
と
し
て
は
、



号
沿
道
に
植
栽
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
歩
道
に
は
大

学
の
外
壁
タ
イ
ル
と
調
和
し
た
茶
色
の
イ
ン
タ
ー
ロ

ッ
キ
ン
グ
舗
装
を
実
施
し
た

(写
真
1
)。

②

六
車
線

(平
成
一
〇
年
~
)

六
車
線
化
に
際
し
て
は
、
基
本
的
な
騒
音
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
緑
地
帯
に
高
さ
五
m
の
遮
音
壁
を
設

置
し
た
。
よ
っ
て
、
｢築
山
や
樹
木
の
遮
蔽
効
果
に

よ
る
騒
音
対
策
｣
か
ら

｢憩
い
空
間
の
創
造
｣
を
目

的
と
し
た
緑
地
帯
作
り
に
主
眼
を
置
い
た
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
各
市
一
箇
所
の
モ
デ
ル
地

区
を
先
行
整
備
し
、
地
元
自
治
体
及
び
沿
道
住
民
に

整
備
方
針
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
全
線
に
渡
っ
て
、

緑
地
帯
工
事
を
実
施
し
、
平
成
一
〇
年
三
月
に
緑
地

帯
拡
幅
工
事
は
概
成
し
た

(図
3
)。

◇
整
備
方
針

･
密
生
し
て
い
た
中
低
木
を
撤
去
し
、
高
木
の
み
を

残
す
こ
と
に
よ
り
、
開
放
感
や
ア
ク
セ
ン
ト
を
創

造
す
る
と
と
も
に
、
視
野
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り

歩
行
者
に
安
心
感
を
与
え
る
。

･
筑
木山
を
平
坦
化
し
、
地
被
類
等
を
植
栽
し
、
雑
草

の
繁
茂
防
止
を
図
る
。

･
歩
道
を
美
装
化
し
、
環
境
美
化
に
努
め
る
。

な
お
、
築
山
を
平
坦
化
し
た
た
め
、
根
が
浮
き
上

が
る
高
木
は
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
撤
去
し
、
そ

の
他
の
高
木
は
、
極
力
残
し
た
。

l 7,2oo l4,ooo
6車線時の緑地帯の構造

◇
樹
種
の
選
定

地
域
の
人
々
の
生
活
の
場
と
し
て
、
花
や
新
緑
、

紅
葉
等
な
ど
の
楽
し
め
る
植
栽
を
目
指
し
た
。
よ
っ

て
、
高
木
又
は
地
被
類
の
ど
ち
ら
か
は
、
花
が
咲
く

樹
種
と
し
、
落
葉
樹
も
含
め
て
、
季
節
感
を
持
た
せ

て
配
植
し
た
。

基
本
的
な
樹
種
の
選
定
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

･
国
道
四
三
号
や
そ
の
他
の
道
路
の
街
路
樹
と
し
て

実
績
の
あ
る
も
の

･
現
地
の
環
境

(日
照
、
乾
燥
、
排
気
ガ
ス
等
)
に

耐
性
の
あ
る
も
の

･
植
栽
目
的

(景
観
性
、
生
育
性
等
)
に
適
合
す
る

も
の

･
地
元
自
治
体
要
望

(市
の
木
等
)

◇
樹
種
の
配
置

拡
幅
さ
れ
た
緑
地
帯
に
新
た
に
植
え
る
高
木
は
、

造

防
犯
の
観
点
か
ら
基
本
的
に
三
0
m
間
隔
で
配
植
し

勅
た
。
そ
の
後
、
遮

路
緑
化
を
推
進
し
て
欲
し
ぃ
｣

緑

と
い
う
地
元
要
望
を
踏
ま
え
、
防
犯
上
、
交
通
安
全

ゆ

上
問
題
の
少
な
い
箇
所
は
、
高
木
間
隔
六
鷲
)
一
0
m

線

に
狭
め
て
補
植
を
行
っ
て
い
る
。

車6

ま
た
、
補
植
す
る
樹
種
は
、
地
元
自
治
体
及
び
沿

3

道
自
治
会
等
の
要
望
を
踏
ま
え
、
花
木

(ハ
ナ
ミ
ズ

図

キ
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
、
サ
ル
ス
ベ
リ
等
)
を
選
定
し

て
い
る
。

道イテセ 2002.4

国道43号

写真 1 武庫川女子大学との一体整備

≦ 高木



◇
そ
の
他

(車
道
側
か
ら
の
景
観
)

四
三
号
遮
音
壁
は
沿
道
住
民
の
意
向
を
確
認
し
て

設
置
し
た
。
特
に
学
校
等
の
防
犯
上
の
配
慮
を
必
要

と
す
る
場
合
、
透
明
タ
イ
プ
の
遮
音
壁
と
し
、
車
道

側
か
ら
歩
道
が
見
通
せ
る
よ
う
、
す
っ
き
り
と
し
た

緑
地
帯
と
し
た

(写
真
2
)。

三

環
境
防
災
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

◎
広
域
防
災
帯
と
環
境
防
災
緑
地
の
位
置
づ
け

広
域
防
災
帯
は
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
兵
庫
県
の
震
災
復
興
計
画

(平
成
七
年
七
月
)
の
重

要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
道
四
三
号

と
こ
れ
に
隣
接
す
る
環
境
防
災
緑
地
、
公
園
、
不
燃
化
建

築
物
か
ら
構
成
さ
れ
る

(図
4
)。

新型滋音壁

寳　　　

写真 2 車道側から歩道を望む

②
整
備
の
進
め
方

環
境
防
災
緑
地
は
、
国
･
県
･
関
係
市
等
の
連
携
に
よ

り
、
防
災
機
能
の
向
上
と
併
せ
て
更
な
る
沿
道
環
境
の
改

善
に
向
け
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

現
状
は
広
域
防
災
帯
と
し
て
の
連
続
的
な
整
備
が
困
難

で
あ
る
。
一
方
、
地
元
か
ら

｢早
く
緑
地
と
し
て
整
備
し

て
欲
し
い
｣
｢緑
地
と
し
て
地
元
で
利
用
し
た
い
｣
｢落
ち

葉
や
雑
草
等
の
生
え
な
い
よ
う
な
整
備
を
し
て
欲
し
い
｣

等
々
の
要
望
を
受
け
、
｢ど
の
よ
う
な
整
備
を
し
て
い
く

の
が
良
い
か
｣
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
三
一年
に
協
議

会

(国
、
県
、
各
市
)
を
設
置
し
、
約
一
年
間
か
け
て
検

l広域防災群購おむね75m

図 4 広域防災帯の構成



討
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
左
記
の
進
め
方
で
、
現
在
、
整
備
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･地
元
自
治
体
は
環
境
防
災
緑
地
の
整
備
内
容
及
び
地

元
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
、地
元
の
意
向
を
確
認
す
る
。

･
広
域
防
災
帯
と
し
て
の
連
続
的
な
整
備
が
困
難
な
た

め
、
管
理
上
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
む
必
要
が
あ
る
。
但

し
、地
元
が
環
境
防
災
緑
地
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、

地
元
自
治
体
と
道
路
管
理
者
間
で
管
理
協
定
を
締
結

し
、
地
元
自
治
体
が
管
理
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
フ

ェ
ン
ス
を
は
ず
し
た
整
備
を
行
う
。

･整
備
箇
所
は
住
宅
や
事
業
所
等
の
都
市
施
設
に
近
接

し
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
上
問
題
と
な
ら
な
い
よ

う
、
高
木
･
低
木
及
び
地
被
類
を
組
み
合
わ
せ
て
整

備
を
進
め
る

(樹
種
等
は
、
管
理
上
問
題
の
な
い
範

囲
で
地
元
の
意
向
を
反
映
す
る
)。

③
今
後
の
進
め
方

平
成
一
三
年
か
ら
、
環
境
防
災
緑
地
の
本
格
的
な
整
備

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、地
元
住
民
や
地
元
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て
、

環
境
防
災
緑
地
の
整
備
を
推
進
し
、
買
収
済
箇
所
に
つ
い

て
は
概
ね
三
年
程
度
で
整
備
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
あ

る
。

　
　
　

ず

/

　
　
　　
　
　

写真3 環境防災緑地の整備状況



鬮
鬮
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
麗
鬮

一
般
国
道
一
〇
号
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る

緑
化
計
画
と
地
元
参
加
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
調
査
課

二

加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

一

は
じ
め
に

道
路
緑
化
は
、
沿
道
の
生
活
環
境
の
保
全
や
景
観
の
向

上
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
路
線
で
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
報
告
は
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
一
般
国
道
一
〇
号
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
、

自
然
環
境

･
景
観
及
び
歩
道
の
快
適
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
地
元
住
民
等
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
策
定

し
た
緑
化
計
画
に
基
づ
い
て
沿
道
の
植
栽
を
行
い
、
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
沿

道
の
加
治
木
小
学
校
の
生
徒
に
よ
り
、
沿
道
に
設
け
た
花

壇
に
花
を
植
栽
し
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
す

る
も
の
で
あ
る
。

加
治
木
バ
イ
パ
ス
は
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
加
治
木
町
の

市
街
地
部
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
と
、
交
通
安
全
の

確
保
を
目
的
と
し
た
、
加
治
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

(加
治

木
町
反
土
)
か
ら
姶
良
郡
姶
良
町
に
至
る
、
第
三
種
第
一

級
で
延
長
四
･
二
m
の
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

二
･
九
蝿
が
暫
定
二
車
線
で
供
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も

引
き
続
き
、残
り
の
区
間
に
つ
い
て
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
一
四
年
四
月
一
九
日
の
全
線
供
用
に
向
け
て
整
備
を

促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
治
木
バ
イ
パ
ス
周
辺

状
況
を
図
1
に
示
す
。

三

計
画
策
定
の
手
法
に
つ
い
て

『
一

は
じ
め
に
』
に
記
す
通
り
、
当
路
線
の
周
辺
状

一般国道10号
加治木バイパス

ス

　　

　　

　

　

　

　

　
　

　

国

′

九
州
縦
貫
自
動
車
道

10
ミ

バ
図
治
状

冷

′

回

木
况

密

国

口

晒

フ
〉

　

　

　

南

周

影

加
辺

,

図



表 1 委員会の構成メンバー
所 属 役 職 氏 名

委 員 鹿児島工業高等専門学校 教 授 平田 登基男
委 員 鹿児島大学工学部 教 授 土田 充義
委 員 鹿児島大学理学部 教 授 鈴木 英治

委 員 (社)鹿児島県造園建設業協会 会 長 丸山 重之
委 員 日本放送協会鹿児島放送局放送部 部 長 吉村 隆治

委 員 加治木町 長町 戲野委 員 地元代表(加治木町21世紀まちづくり委員会委員) 員倭 骨憲委 員 地元代表(加治木町22世紀まちづくり委員会委員) 籟 舗靜委 員 日本道路公団 鹿児島管理事務所 長所 蚊田原委 員 鹿児島県 加治木土木事務所 長所 馬良腿,.･･.･
委 員 国土交通省 鹿児島国道工事事務所 長所 摩森事務局 国土交通省 鹿児島国道工事事務所

況
、
地
域
の
将
来
計
画
、
歴
史
、
文
化
等
を
勘
案
し
、
学

識
経
験
者
、
地
元
住
民
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
行
政
関
係

者
及
び
道
路
管
理
者
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
植

栽
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
。
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を

表
1
に
、
策
定
の
フ
ロ
ー
を
図
2
に
示
す
。

四

緑
化
…の
基
本
方
針
の
検
討

地
域
が
持
つ
特
性
や
、
県
が
持
つ
緑
化
計
画
等
を
参
考

に
し
て
、
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
緑
化
の
基
本
方
針

を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

地元参加による維持
管理手法の検討

1

地
域
が
持
つ
特
性
に
つ
い
て

加
治
木
町
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り

(図

1
参
照
)、
県
庁
所
在
地
で
あ
る
鹿
児
島
市
か
ら
北
東
に

約
二
三
如
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、総
面
積
四
六
･
四
七
蝸
、

人
口
二
三
、
四
六
七
人

(平
成
三

年
一
〇
月
現
在
)
の

町
で
あ
る
。

加
治
木
バ
イ
パ
ス
は
、
加
治
木
町
の
骨
格
を
な
す
道
路

で
、
沿
道
に
は
公
共
施
設
、
公
園
、
神
社
等
が
点
在
し
て

い
る
。
ま
た
バ
イ
パ
ス
完
成
後
は
、
商
業
業
務
用
地
化
が

進
展
す
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
。

基本方針策定にあたづての整理
･地域特性の把握
･県･町の緑化計画
･国の技術指針

　
　

　
　
　

地
県
国

定
擦
討
勢
の
ン
惣
　　　

2

県
が
も
つ
緑
化
計
画

鹿
児
島
県
は
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
21
に
お
い
て
緑
化
の

目
標
を

『豊
か
な
み
ど
り
文
化
の
継
承
と
創
出
』
と
位
置

づ
け
、
以
下
の
よ
う
な
整
備
目
標
を
持
っ
て
い
る
。

①
他
に
誇
れ
る
美
し
い
緑
の
景
色
を
作
ろ
う
。

②
人
を
育
む
み
ど
り
の
空
間
を
作
ろ
う
。

③
快
適
な
暮
ら
し
を
み
ど
り
で
演
出
し
よ
う
。

④
み
ど
り
の
基
盤
で
あ
る
健
全
な
森
林
を
維
持
し
よ

ハ
ノ
o

◎
み
ど
り
を
守
り
、
育
て
、
作
る
支
援
体
制
を
確
立

し
よ
う
。

3

緑
化
の
基
本
方
針
の
決
定

前
述
の
地
域
特
性
･
計
画
を
参
考
に
し
て
、
以
下
の
項

目
を
加
治
木
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る
緑
化
の
基
本
方
針
を
決

定
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
植
栽
計
画
を
立
て

る
こ
と
と
し
た
。

･
郷
土
の
誇
り
と
人
々
の
愛
着
の
で
る
緑
地
、
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
修
景
づ
く
り

･
バ
イ
パ
ス
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
り
、
生
活

環
境
の
改
善
を
図
る

･
道
路
交
通
の
安
全
性
と
快
適
性
を
高
め
る

･
守
り
、
育
て
る
沿
道
地
域
住
民
の
参
加

l 緑化計画策定 I
図 2 策定フロー



五

植
栽
計
画
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(ポイント植栽)
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み
罐
"

こ̂

脉な

く

　　
　
　

　　

　
　
　　加治木バイパス

　
　
　

児

,
治

鹿

力

至

ゞ

1

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定

バ
イ
パ
ス
周
辺
の
現
況
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
土
地
利
用
状
況
、
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
、

周
辺
施
設
と
の
調
和
等
を
考
慮
し
、
表
2
に
示

す
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
と
し
た

(位
置
関
係
を
図
3
に
示
す
)。

さ
ら
に
、
現
国
道
一
〇
号
と
加
治
木
バ
イ
パ

ス
の
分
岐
点
、
及
び
千
鳥
橋
西
側
の
交
差
点
の

二
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当
バ
イ
パ
ス
に
お
け
る

　

　

ガ

た

　　

　

ゾ

各

幽

寂
ゾーン名 テーマ

A ゾーン

(商業用地化想定ゾーン)

た執に機を成
o

形
り
み
く
並
づ糊贓
糺
鶴

B ソ"- ン
(橋梁 ･ のり面修景ゾーン)

溶
祐
景

の

修
性
様
続
景
運
の
と

ら

園

o

か

公

り

部
鳥
く

外
千
づ

ス

、
間

パ

社
空

イ

神

地

バ

日

緑

C ゾーン
(ジャンクション修景ゾーン)

鰤巍な的轍る明な酵
@
南

づ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
設
置
し
、
景
観
上
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ

け
る
た
め
に
、
他
と
比
べ
て
目
立
つ
高
木
を
植
栽
す
る
、

『ポ
イ
ン
ト
植
栽
』
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2

各
ゾ
ー
ン
の
具
体
的
な
植
栽
計
画

1
で
分
類
し
た
各
ゾ
ー
ン
の
具
体
的
な
植
栽
計
画
を
、

以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

o
A
ゾ
ー
ン

…
商
業
用
地
化
想
定
ゾ
ー
ン

沿
道
に
植
え
る
植
栽
の
樹
種
に
つ
い
て
は
、
数
種
類
の

中
低
木
に
つ
い
て
①
花
が
美
し
く
、
か
つ
長
く
咲
く
樹
種

至国分市

図 4 A ゾーンC G イメージ



で
あ
る
か
、
②
自
然
樹
形
で
維
持
管
理
が
少
な
い
樹
種
で

あ
る
か
、
③
地
域
生
育
し
て
い
る
樹
種
で
あ
る
か
、
と
い

う
観
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
ま
ず
サ
ザ
ン
カ
、

ツ
ツ
ジ
類
、
ム
ク
ゲ
の
三
案
に
絞
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
三

種
類
か
ら
、
植
樹
完
成
C
G
な
ど
を
活
用
し
て
景
観
の
適

否
を
検
討
し
、最
適
な
も
の
と
し
て
ム
ク
ゲ
を
選
定
し
た
。

(そ
の
C
G
イ
メ
ー
ジ
を
図
4
に
示
す
。)

ま
た
車
道
脇
の
残
地

(暫
定
二
車
線
整
備
の
た
め
)
に

は
、
町
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ

ら
に
沿
道
に
設
置
す
る
花
壇
に
植
え
る
花
に
つ
い
て
は
、

沿
道
の
加
治
木
小
学
校
に
協
力
を
頂
い
て
、
自
ら
の
手
で

植
え
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
定
期
的
に
維
持
管
理
の

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

o
B
ゾ
ー
ン

"橋
梁
･
の
り
面
修
景
ゾ
ー
ン

沿
道
に
は
、
一
〇
〇
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
春
日
神
社
の

森
や
千
鳥
公
園
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
沿
道
の
植
栽
が
調
和

す
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
鳥

･
昆
虫
等
が

集
ま
り
、
ま
た
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
し
や
す
い
樹

種
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
マ
テ

バ
シ
イ
な
ど
に
よ
る
混
植
の
森
が
形
成
さ
れ
る
植
栽
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

O
C
ゾ
ー
ン
“
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
修
景
ゾ
ー
ン

C
ゾ
ー
ン
に
つ
な
が
る
加
治
木
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、

九
州
縦
貫
道
と
一
般
国
道
一
〇
号
隼
人
道
路

(東
九
州
自

動
車
道
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
)
と
を
つ
な
ぐ
鹿
児
島
県
を
代

表
す
る
交
通
拠
点
で
あ
り
、
ま
た
周
辺
の
鹿
児
島
空
港
、

桜
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
現
存
す
る
植
栽
と
併
せ
て

『南
国
の
景
観
づ
く
り
』
に
配
慮
し
た
。
そ
の
結
果
、
高

木
の
ワ
シ
ン
ト
ニ
ア
パ
ー
ム
、
中
低
木
は
ビ
ロ
ウ
、
ソ
テ

ツ
等
を
植
え
込
む
こ
と
と
し
た
。
(そ
の
C
G
イ
メ
ー
ジ

を
図
5
に
示
す
。)

図5 C ゾーンC G イメージ

0
ポ
イ
ン
ト
植
栽

植
え
る
植
栽
の
樹
種
に
つ
い
て
は
①
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

な
る
樹
種
で
あ
る
か
、
②
周
辺
に
生
息
し
て
い
る
樹
種
で

あ
る
か
、
③
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
樹
種
で
あ
る
か
、
④
ノ

“

ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
で
き
る
樹
種
で
あ
る
か
、
と
い

4

う
観
点
か
ら
数
案
に
絞
っ
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
植
栽
の

m

完
成
C
G
な
ど
を
活
用
し
て
景
観
の
適
否
を
検
討
し
、
最

ャ　　

適
な
も
の
を
一
種
類
ず
つ
選
定
し
た
。
加
治
木
バ
イ
パ
ス

酌

分
岐
点
に
つ
い
て
は
、
『加
治
木
』
の
地
名
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
、
千
鳥
橋
西
側
の
交
差
点
に
つ
い
て

は
サ
ク
ラ
を
選
定
し
た
。
(ク
ス
ノ
キ
の
C
G
の
イ
メ
ー

ジ
を
図
6
に
示
す
。)



六

地
元
参
加
に
よ
る
維
持
管
理

A
ゾ
ー
ン
に
設
け
る
花
壇
に
植
え
る
花
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
通
り
、
沿
道
の
加
治
木
小
学
校
に
協
力
を

頂
い
て
、
自
ら
の
手
で
植
え
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

定
期
的
に
維
持
管
理
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
委
員

会
で
決
定
し
た
が
、
そ
の
植
え
込
み
は
、
加
治
木
小
学
校
、

当
事
務
所
、
加
治
木
町
の
三
者
で
締
結
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
三
月

一
五
~

-
六

日
に
加
治
木
小
学
校
の
五
年
生
と
六
年
生
の
総
勢
一
五
六

名
の
手
に
よ
り
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
、
デ
ー

ジ
ー
な
ど
の
花
苗
一
、
七
六
〇
株
が
植
え
込
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る

(そ
の
と
き
の
状
況
を
写
真
1
に
示
す
)。
さ

ら
に
、
加
治
木
町
で
実
施
し
て
い
る

｢ふ
る
さ
と
美
化
活

動
｣
に
あ
わ
せ
て
、
今
後
沿
道
の
町
内
会
が
中
心
と
な
り
、

加
治
木
バ
イ
パ
ス
の
清
掃

･
ご
み
拾
い
･
除
草
等
を
行
う

こ
と
も
、
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。

七

さ
い
ご
に

こ
の
度
の
取
組
み
は
、
自
然
環
境
･
景
観
及
び
歩
道
の

快
適
性
の
向
上
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
普
段
か
ら
日
常
生

活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
道
路
利
用
者
に
、
道
路
の
愛
護
意

識
を
い
か
に
高
め
て
頂
く
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
の

で
、
今
後
、
地
元
住
民
の
方
が
道
路
愛
護
活
動
へ
参
加
で

き
る
仕
組
み
を
、
い
か
に
効
果
的
に
作
っ
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る
。

そ
の
手
法
と
し
て
は
、
前
述
に
示
す
よ
う
な
、
沿
道
の

加
治
木
小
学
校
の
皆
様
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
植
栽
管
理
の
連
携
や
、
広
報

誌
に
よ
る
道
路
管
理
活
動
の
紹
介
、
さ
ら
に
道
路
愛
護
の

作
文
、
標
語
の
募
集
、
道
路
愛
護
活
動
功
労
者
の
表
彰
等

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

写真 1 加治木小学校生徒による植栽の状況



霊
薑
特
集
/
道
路
に
お
け
る
緑
化
･自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
圓

*
⑭
香
る
遭
づ
く
り
事
業
,
自
然
と
共
生

す
る
道
路
整
備
i

は
じ
め
に

い
ら
ず
や
ま

高
知
県
東
津
野
村
の
不
入
山
に
源
を
発
し
、
県
内
の
一

市
三
町
四
村
を
経
て
中
村
市
で
土
佐
湾
に
注
ぐ
四
万
十
川

は
、
日
本
の
多
く
の
河
川
が
直
線
的
な
急
流
で
あ
る
の
に

対
し
、上
流
の
一
部
を
除
い
て
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
や
、

本
川
に
ダ
ム
(河
川
法
で
規
定
す
る
堰
堤
高
一
五
m
以
上
)

が
無
く
豊
か
な
自
然
を
多
く
有
す
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、
昭
和
五
人
年
に
は

｢日
本
最
後
の
清
流
｣
と
し
て

マ
ス
コ
ミ
で
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
流
域
は
高
知
･
愛
媛
両
県
に
ま
た
が
り
、
流
域
面

積
二
、
二
七
〇
蝸
、
河
川
延
長
は
一
九
六
如
で
、
河
川
沿
い

に
あ
る
集
落
を
連
絡
し
な
が
ら
、
国
道
三
八
一
号
や
国
道

四
四
一
号
の
幹
線
道
路
が
川
と
ほ
ぼ
並
行
に
通
っ
て
い
る
。

四
万
十
川
沿
線
の
道
路
現
況

こ
れ
ら
流
域
内
道
路
整
備
の
進
捗
状
況
は
、
国
道
三
人

百
万
で
は
ほ
ぼ
改
良
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
道
四

四
百
号
や
県
道
に
至
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
未
改
良
区
間
が
多

く
、
そ
の
た
め
高
齢
化
や
過
疎
化
等
の
課
題
を
抱
え
る
中

山
間
地
域
に
と
っ
て
、
産
業

･
経
済
の
発
展
、
保
険
医
療

の
充
実
、
ま
た
緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
等
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
関
連
し
て
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
基
盤
整
備
が

地
域
住
民
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
四
万
十
川
は
そ
の
美
し
さ
や
豊
富
に
残
る
自

然
環
境
が
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
全
国
各
地
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
河
川
の
汚
濁
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
面
む
き
出
し
の
擁
壁
･モ
ル
タ
ル
吹
付
に
対
す

る
批
判
な
ど
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
四
万
十

川
の
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

自
然
環
境
や
景
観
と
調
和
の
と
れ
た
道
路
整
備

こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

人
や
自
然
に
や
さ
し
い
郷
土
づ
く
り
を
進
め
る
当
県
に
と

っ
て
一
つ
の
転
換
期
と
な
り
、
平
成
四
年
度
か
ら
改
良
済

み
区
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
周
辺
の
緑
化
を
行
い
、
自

然
環
境
の
復
元
と
あ
わ
せ
て
休
息
施
設
等
の
整
備
を
進

め
、
道
路
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

｢四
万
十
シ

ー
ニ
ッ
ク
ル
ー
ト
環
境
整
備
事
業
｣
、
さ
ら
に
平
成
五
年

か
ら
そ
の
他
の
路
線
も
対
象
と
し
て

｢四
万
十
川
流
域
エ

コ
ロ
ー
ド
事
業
｣
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
道

づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
、
土
木
事
務
所
や
県
内
の
八
市

町
村
が
会
員
と
な
り
、
景
観
等
の
専
門
家
や
ア
ド
バ
イ
ザ

高
知
県
土
木
部
道
路
課



ー
に
調
査
等
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る

｢四
万
十
川
沿

線
道
路
事
業
連
絡
調
整
会
議

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

･
チ
J

ム
)｣
を
組
織
し
、
四
万
十
川
の
景
観
や
自
然
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
道
路
整
備
を
進
め
る
た
め
の
現
地
調
査
や
勉

強
会
を
行
う
こ
と
と
し
た
。そ
う
い
っ
た
流
れ
の
な
か
で
、

四
万
十
川
流
域
の
保
全
及
び
流
域
の
振
興
を
県
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
平
成
三
一年
度
に
は
四
万
十
川

土
木
工
事
手
引
書
を
策
定
し
、
ま
た
、
環
境
を
テ
ー
マ
と

し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
誇
り
あ
る
地
域
づ
く
り
を

一
層
進
め
て
い
こ
う
と
平
成
一
三
年
四
月

｢高
知
県
四
万

十
川
の
保
全
及
び
流
域
の
振
興
に
関
す
る
基
本
条
例

(四

万
十
川
条
例
)｣
を
制
定
し
た
。

｢水
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
の
誕
生

平
成
五
年
度
に
は
、
大
阪
産
業
大
学
の
榊
原
和
彦
教
授

や
横
浜
国
立
大
学
の
鈴
木
邦
雄
教
授
を
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
招
き
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
ポ
ッ
ト
苗
に
よ
る
植
栽
方
法
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
た
。

ま
た
、
平
成
六
年
一
月
に
は
、
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
道

路
整
備
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
の
取

組
み
と
し
て
、
四
万
十
川
沿
線
地
域
を
中
心
に
、
特
に
優

れ
た
景
観
を
有
す
る
区
間
に
つ
い
て
、
｢残
す
べ
き
景
観

区
間
｣
と
し
て
六
路
線
、
一
一
箇
所
、
延
長
三
三
･
五
蹴

を
選
定
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
中
で
、
中
山
間
地
域
の
貴

重
な
資
源
で
あ
る

｢森
林
｣
や

｢木
｣
を
道
路
整
備
に
活

か
し
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
な
か
で
木
の
活
用
を
捉
え
た

総
合
的
な
施
策
と
し
て

｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
を

発
案
し
、
平
成
七
年
度
の
補
助
事
業
の
新
た
な
施
策
と
し

て
当
県
か
ら
提
案
を
行
っ
た
。

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
道
路
整
備
に
木
を
素
材
と
し
て

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ポ
ッ
ト
苗
の
植
栽
に
よ
る
自
然
環

境
と
の
調
和
や
景
観
的
に
優
れ
た
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
ポ
ッ
ト
苗
の
生
産
育
成
を
産
業
化

し
中
山
間
地
域
の
雇
用
の
拡
大
、
ま
た
、
植
栽
マ
ウ
ン
ド

を
作
る
際
に
間
伐
材
を
使
う
こ
と
に
よ
る
需
要
の
増
大

等
、地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
あ
る
(図
1
)。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣

は
、
平
成
七
年
度
の
建
設
省
と
林
野
庁
と
の
新
規
施
策
と

し
て
創
設
さ
れ
、
当
県
の
四
国
カ
ル
ス
ト
･
四
万
十
川
流

域
地
域
を
含
め
全
国
で
一
三
地
域
が
選
定
さ
れ
た
。

ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工

ポ
ッ
ト
苗
と
は
、
｢根
を
切
ら
ず
、
枝
を
切
ら
ず
｣
と

い
う
こ
と
か
ら
考
案
さ
れ
、
肥
育
肥
培
方
式
で
生
産
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
活
着
も
極
め
て
良
好
で
コ
ン
パ
ク
ト
で

あ
る
た
め
、
取
り
扱
い
が
便
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
利
点
が
あ
る
。

こ
の
ポ
ッ
ト
苗

(幼
苗
植
栽
)
に
よ
る
緑
化
は
、
横
浜

国
立
大
学
名
誉
教
授
･
宮
脇
昭
博
士
の
提
唱
す
る
植
栽
手

⑩
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法
で
あ
り
、
潜
在
自
然
植
生
構
成
種
の
幼
苗
を
密
植
す
る

こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る

(写
真
1
)。

先
ず
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
施
工
予
定
地
の
周
辺
の
現

況
植
生
調
査
を
行
い
、
現
地
の
自
然
環
境
に
最
も
適
し
た

自
然
植
生
あ
る
い
は
潜
在
自
然
植
生
種
を
把
握
し
、
こ
れ

ら
の
構
成
種
の
中
か
ら
樹
種
を
選
択
し
て
植
栽
計
画
を
た

て
る
。

こ
こ
で
い
う
自
然
植
生
と
は
、
人
為
的
影
響
を
受
け
て

い
な
い
植
生
で
、
そ
の
土
地
が
支
え
得
る
最
も
発
達
し
た

植
生
で
あ
り
、
潜
在
自
然
植
生
と
は
、
一
切
の
人
為
的
干

渉
を
停
止
し
た
と
き
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ
う
な
自
然
植

生
を
支
え
得
る
潜
在
能
力
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
理
論地域で育つポット苗

的
に
考
え
得
る
植
生
の
こ
と
で
あ
る
。

面
に
重
点
を
お
く
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。

植
栽
計
画
で
は
、
現
地
の
地
形
的
特
性
や
気
象
条
件
、

植
栽
後
、
苗
木
が

~
に

月
、
し
ム
口

ま
た
将
来
の
樹
幹
線
を
想
定
し
高
木
、
中
木
、
低
木
の
比

率
を
決
め
、
こ
れ
に
従
い
樹
種
や
本
数
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

配
置
す
る
。

ま
た
、
植
栽
マ
ウ
ン
ド
を
確
保
す
る
際
の
土
留
柵
に
間

伐
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ポ
ッ
ト
苗
が
成
長
し
根

が
張
っ
た
頃
に
間
伐
材
は
腐
り
有
機
肥
料
と
し
て
自
然
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
。

植
栽
す
る
ポ
ッ
ト
苗
は
二
~
三
年
生
の
幼
苗
を
用
い
て

密
植

(二
本
/
話
)
す
る
が
、
こ
れ
は
一
本
一
本
を
バ
ラ

バ
ラ
に
植
え
た
の
で
は
、
強
い
日
差
し
や
乾
燥
で
、
枯
れ

た
り
成
長
が
止
ま
っ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
も
の
で
、
密
植

さ
れ
た
苗
は
、
競
争
し
な
が
ら
共
存
し
、
一
〇
年
後
に
は

立
派
な
自
然
林
を
形
成
す
る
。

植
え
付
け
時
に
は
、
苗
や
根
を
傷
め
な
い
よ
う
ポ
ッ
ト

を
取
り
外
し
、
深
植
え
に
な
ら
な
い
こ
と
、
埋
め
戻
す
時

は
締
め
固
め
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
に
注
意
す
れ
ば
、
根
付

き
や
成
長
に
良
好
な
結
果
が
期
待
で
き
る
。

植
栽
後
は
稲
ワ
ラ
や
間
伐
材
を
チ
ッ
プ
に
し
て
袋
詰
し

た
チ
ッ
プ
マ
ッ
ト
等
で
マ
ル
チ
ン
グ
を
行
い
、
土
の
乾
燥

や
雑
草
の
抑
制
、
の
り
面
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

植
栽
し
た
樹
木
が
、
植
栽
計
画
に
沿
っ
た
自
然
林
を
形

成
す
る
か
は
、
植
栽
後
の
管
理
手
法
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
保
守
か
ら
育
て
る
と
い
う
育
成
の

植
栽
後
、
苗
木
が
着
実
に
育
成
し
始
め
る
ま
で
の
二
~

三
年
間
は
管
理
に
よ
る
手
助
け
が
必
要
で
あ
り
、
初
期
の

管
理
に
必
要
な
主
な
項
目
と
し
て
は
、

･
樹
木
の
生
育
に
と
り
好
ま
し
い
土
壌
を
作
り
上
げ
る

た
め
の
施
肥
、
土
壌
管
理

･
夏
期
の
乾
燥
時
に
行
わ
れ
る
潅
水

･
樹
冠
が
整
う
ま
で
の
除
草

な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
苗
に
つ
い
て
は
地
域
の
気
候
や
環
境
で
育
っ
た

苗
を
使
用
す
る
の
が
最
適
で
あ
り
、
当
県
で
は
町
村
の
第

三
セ
ク
タ
ー
、
個
人
、
園
芸
会
社
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
が
積

極
的
に
育
苗
に
取
り
組
ん
で
い
る

(写
真
2
)。
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さ
ら
に
、
ポ
ッ
ト
苗
や
間
伐
材
の
需
要
･
供
給
体
制
や

関
連
機
関
の
連
携
強
化
を
図
り
、
事
業
を
円
滑
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
七
年
三
月
に
当
県
土
木

部
･
森
林
局
･
建
設
省
･
道
路
公
団
･
高
知
営
林
局
･
森

林
開
発
公
団
な
ど
が
参
加
し
、
｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事

業
推
進
協
議
会
｣
を
設
立
し
た
。

ま
た
、
ポ
ッ
ト
苗
の
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
整
備

に
対
す
る
理
解
と
自
然
に
親
し
み
森
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
取
組
み
と
し
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
参
加
を
得

て
植
樹
を
行
う
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
道
路
整
備
も
進
め
て
い
る

(写
真
3
)。

ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工
の
施
工
は
、
切
土
作
業
を
行
う
と
同

時
に
木
柵
工
を
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
の
り
面
か
ら
の

落
石
を
防
ぎ
作
業
の
安
全
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

る
。

地域の生徒による植栽　

　

写
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高
知
県
内
に
お
け
る
ポ
ッ
ト
苗
植
栽
工
は
、
試
験
的
な

も
の
も
含
め
平
成
五
年
度
か
ら
施
工
さ
れ
て
お
り
、
平
成

一
三
年
三
月
ま
で
の
実
績
は
、
四
万
十
川
沿
線
を
中
心
と

す
る
四
一
路
線
、
八
〇
箇
所
、
総
の
り
面
積
三
七
万
証
を

施
工
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
約
四
〇
〇
如
の
間
伐
材
と
約
七
四
万
本
の

ポ
ッ
ト
苗
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
間
伐
材
に
つ
い

て
は
九
四
%
、
ポ
ッ
ト
苗
は
約
六
三
%
が
県
内
産
と
な
っ

て
い
る
。

資
料
1
及
び
写
真
4
は
、
国
道
五
六
号
と
国
道
一
九
七

号
を
結
ぶ
四
万
十
川
沿
い
の
主
要
地
方
道
窪
川
船
戸
線

･

東
川
角
工
区
の
施
工
事
例
で
あ
る
。
当
施
工
箇
所
は
、
詳

細
な
植
生
調
査
を
行
い
地
域
に
適
し
た
樹
種
を
選
定
し
た

こ
と
に
よ
り
、
樹
高
二
m
以
上
ま
で
に
生
育
し
て
い
る
。

現
在
で
は
、
山
切
を
行
っ
た
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お

ら
ず
自
然
林
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

写
真
5
及
び
写
真
6
は
、
主
要
地
方
道
高
知
南
環
状

線

･
高
知
桂
浜
道
路
の
施
工
事
例
で
あ
る
。
当
施
工
箇
所

も
東
川
角
工
区
と
同
様
、
現
在
で
は
自
然
林
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

お
わ
り
に

｢木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
｣
は
の
り
面
緑
化
な
ど
の

樹
木
に
よ
る
緑
化
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
へ
の
配

慮
や
大
気
循
環
シ
ス
テ
ム
の
保
全
な
ど
の
視
点
か
ら
の
取

組
み
で
あ
る
。
木
を
有
効
に
使
っ
た
工
事
用
看
板
や
案
内

標
識
、
木
材
を
活
用
し
た
歩
道
橋
の
施
工
な
ど
、
構
造
物

に
木
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
道
路
整
備
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
た
道
路
を
計
画
し
、
小
動
物
等
に
も
や
さ
し
い
道

づ
く
り
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
地
球
規
模
で
の
環

境
保
全
の
推
進
に
寄
与
す
る
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

道イテセ 2002.4 〆9
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鬮
鬮
特
集
/
道
路
に
聡
訝
る
緑
化
@
自
然
環
境
に
関
す
る
施
策
鬮
圓

日
本
道
路
公
団
企
画
部
道
路
環
境
課

一

エ
コ
ロ
ー
ド
と
は

環
境
政
策
大
綱

(
一
九
九
四
年
)
に
は
、
環
境
政
策
を

推
し
進
め
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
つ
と
し
て
エ
コ
ロ

ー
ド
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ロ
ー
ド
と
は
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
の
こ
と
で
す
。

道
路
が
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
と
そ
の
程
度
に
つ
い

て
は
、
実
は
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
道

路
建
設
に
よ
っ
て
樹
林
が
な
く
な
る
と
そ
こ
に
生
息
し
て

い
た
動
物
は
す
み
か
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す

(生
息
空
間

の
消
失
、
図
1
)。
ま
た
道
路
を
越
え
た
移
動
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

(生
活
圏
の
分
断
)。
他
に
も
予

想
さ
れ
る
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
極
力

少
な
く
す
る
た
め
に
、
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

図 I 道路建設による樹林の消失

ニ

エ
コ
ロ
ー
ド
の
方
針

エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
は
、
動
植
物
の
生
育

･
生
息
空
間

を
保
全
し
、
道
路
に
よ
る
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
ミ
テ
ィ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
ミ
テ
ィ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
た
め
に
行
う
取
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
考
え
方
と

し
て
は
、
ま
ず
保
全
の
対
象
と
な
る
土
地
の
改
変
を
回
避

し
、
回
避
で
き
な
い
場
合
は
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
も
の

で
す

(図
2
)。
ま
た
改
変
箇
所
の
代
償
と
し
て
生
息
地

や
移
動
路
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
影
響
を
速
や
か
に
回
復

似　　

さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど
も
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ

2

ヨ
ン
に
含
ま
れ
ま
す
o
こ
の
考
え
方
は
目
新
し
い
も
の
で

楡

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
葉
と
し
て
整
理
さ
れ
用
い
ら
れ
る

庸

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。
エ
コ
ロ
ー

“


